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Adaptation and related factors for the elderly people 
who moving to a new city but not needing care







































































































































































































































































適応群（n＝50） 非適応群（n＝30） 合計 p 値
性別
男性 25（69.4） 11（30.6） 36（45.0） .246
女性 25（56.8） 19（43.2） 44（55.0）
年齢区分
前期高齢者 35（70.0） 19（63.3） 54（67.5） .538
後期高齢者 15（30.0） 11（36.7） 26（32.5）
転居前居住地
県内 37（74.0） 23（76.7） 60（75.0） .790
県外・国外 13（26.0） 7（23.3） 20（25.0）
転居前家族構成
独居 17（34.0） 10（33.3） 27（33.7） .968
夫婦二人 16（32.0） 9（30.0） 25（31.3）
その他 17（34.0） 11（36.7） 28（35.0）
転入後の生活予測
外出先を含め予測可能 24（48.0） 3（10.0） 27（33.8） .000＊＊＊
外出先の予測はできない 26（52.0） 27（90.0） 53（66.2）
転居後の自宅周辺環境の既知
知っていた 32（64.0） 9（30.0） 41（51.3） .003＊＊
知らなかった 18（36.0） 21（70.0） 39（48.7）
転居の意思決定
自分が望んだ 28（56.0） 7（23.3） 35（43.8） .004＊＊
仕方がなかった 22（44.0） 23（76.7） 45（56.3）
転居時の主観的健康感
良い 42（84.0） 17（56.7） 59（73.8） .007＊＊
悪い 8（16.0） 13（43.3） 21（26.3）







































































































































































































































































注 2） Pearson のχ2 検定，Fisher の直接確率検定による．
注 3）＊：p＜.05　　＊＊：p＜.01　　＊＊＊：p＜.001
表 4　転居後の適応別にみた対象者の転居直前の社会生活状況
適応群（n＝50） 非適応群（n＝30） 合計 p 値
生活の主体性
　生活の工夫（工夫していた） 44 （88.0） 24 （80.0） 68 （85.0） .332
　積極的に取り組む（取り組んだ） 36 （72.0） 18 （60.0） 54 （67.5） .267
　健康に配慮する（配慮していた） 44 （88.0） 27 （90.0） 71 （88.8） .546
　規則的な生活（送っていた） 47 （94.0） 25 （83.3） 72 （90.0） .125
社会への関心
　本・雑誌の購読（ほぼ毎日） 17 （34.0） 7 （23.3） 24 （30.0） .313
　ビデオ等の利用（利用した） 29 （58.0） 15 （50.0） 44 （55.0） .486
　新聞の購読（ほぼ毎日） 38 （76.0） 25 （83.3） 63 （78.8） .438
　社会貢献の可能性（役に立つ） 38 （76.0） 14 （46.7） 52 （65.0） .008＊＊
　趣味（楽しんだ） 42 （84.0） 23 （76.7） 65 （81.3） .416
他者との関わり
　家族との会話（ほぼ毎日） 30 （60.0） 19 （63.3） 49 （61.3） .767
　家族・親戚以外との会話（ほぼ毎日） 31 （62.0） 13 （43.3） 44 （55.0） .104
　訪問・来訪の機会（ほぼ毎日） 7 （14.0） 6 （20.0） 13 （16.3） .481
生活の安心感
　相談相手（いつもいた） 34 （68.0） 14 （46.7） 48 （60.0） .059
　緊急時の援助者（いつもいた） 29 （58.0） 15 （50.0） 44 （55.0） .486
身近な社会参加
　地域活動参加（週 1回以上） 11 （22.0） 5 （16.7） 16 （20.0） .392
　近所づきあい（手助けを頼む程度） 7 （14.0） 5 （16.7） 12 （15.0） .492
　テレビの視聴（ほぼ毎日） 48 （96.0） 29 （96.7） 77 （96.3） .686
　期待役割の遂行（いつも） 41 （82.0） 22 （73.3） 63 （78.8） .359
注 1） 社会関連指標を 4件法で調査し，項目後ろの（　）の回答をした者とそれ以外の回答をしたものを 2区分して検定した．
注 2）Pearson のχ2 検定，Fisher の直接確率検定による．
注 3）＊＊：p＜.01
































































































Schulz R, Brenner G. （1977）. RelQcation of the aged: 
Areview and theoreticalanalysis. J Gerontol 32（3）, 
323―333.
総務省．（2017）．H27年国勢調査移動人口の男女・年齢
等集計結果．
 https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/kekka/
idou1/pdf/gaiyou.pdf.
高橋恵子，波多野宜余夫．（1990）．生涯発達の心理学　
岩波新書．
